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弁
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。



衆
議
院
議
員
木
村
太
郎
君
提
出
日
本
郵
便
の
来
春
採
用
見
送
り
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

郵
便
事
業
株
式
会
社
（
以
下
「
会
社
」
と
い
う
。
）
か
ら
は
、
非
正
規
社
員
の
正
社
員
化
に
つ
い
て
は
、
即
戦
力
と
な
る

非
正
規
社
員
の
正
社
員
へ
の
登
用
に
よ
り
、
安
定
し
た
雇
用
環
境
を
提
供
す
る
こ
と
に
よ
る
士
気
の
向
上
と
業
務
運
行
の
円

滑
化
や
サ
ー
ビ
ス
品
質
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
ま
た
、
平
成
二
十
四
年
度
の
新
規
採
用
の
見
送
り
に
つ
い
て
は
、
平
成
二

十
二
年
十
一
月
十
二
日
公
表
の
平
成
二
十
二
年
度
中
間
決
算
及
び
同
年
度
通
期
見
通
し
か
ら
、
厳
し
い
経
営
状
況
が
明
ら
か

に
な
り
、
費
用
の
削
減
を
図
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
会
社
の
自
主
的
な
経
営
判
断
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
見
解
を
述
べ
る

立
場
に
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
説
明
会
と
は
、
平
成
二
十
二
年
十
月
か
ら
同
年
十
二
月
上
旬
ま
で
に
開
催
さ
れ
た
も
の
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る

と
こ
ろ
、
こ
れ
ら
の
説
明
会
は
会
社
単
独
で
開
催
し
た
も
の
で
は
な
く
、
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
が
例
年
の
採
用
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
従
い
同
グ
ル
ー
プ
全
体
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
会
社
と
し
て
は
そ
の
業
務
内
容
の
紹
介
等
に
と
ど
ま
り
、
採

一



用
希
望
者
に
よ
る
応
募
を
受
け
付
け
る
段
階
に
は
至
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
会
社
か
ら
聞
い
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
説
明
会
に
つ
い
て
は
、
日
本
郵
政
グ
ル
ー
プ
及
び
会
社
の
自
主
的
な
経
営
判
断
に
基
づ
き
開
催
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
政
府
と
し
て
見
解
を
述
べ
る
立
場
に
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

三
に
つ
い
て

平
成
二
十
一
年
度
決
算
に
お
い
て
計
上
さ
れ
た
八
百
十
九
億
三
千
五
百
万
円
の
特
別
損
失
に
つ
い
て
は
、
会
社
か
ら
、
Ｊ

Ｐ
エ
ク
ス
プ
レ
ス
株
式
会
社
に
係
る
株
式
評
価
損
三
百
七
十
五
億
七
千
万
円
、
同
社
に
対
す
る
融
資
等
に
係
る
貸
倒
引
当
金

繰
入
額
四
百
九
億
六
千
三
百
万
円
、
固
定
資
産
処
分
損
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
な
お
、
同
社
は
、
日
本
郵

政
株
式
会
社
の
旧
経
営
陣
の
主
導
に
よ
り
平
成
十
九
年
十
月
五
日
に
日
本
郵
政
株
式
会
社
と
日
本
通
運
株
式
会
社
と
の
間
で

締
結
さ
れ
た
基
本
合
意
書
に
基
づ
き
設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
会
社
は
当
該
基
本
合
意
書
の
締
結
に
つ
い
て
そ
の
直
前

ま
で
知
ら
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
、
総
務
省
に
お
い
て
平
成
二
十
二
年
一
月
十
二
日
か
ら
同
年
五
月
十
七
日
に
か
け
て

開
催
さ
れ
た
「
日
本
郵
政
ガ
バ
ナ
ン
ス
検
証
委
員
会
」
に
お
い
て
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。
会
社
と
し
て
は
、
平
成
二
十
二

年
度
中
間
決
算
及
び
同
年
度
通
期
見
通
し
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
厳
し
い
経
営
状
況
に
つ
い
て
、
改
善
を
図
る
こ
と
が

急
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

二



政
府
と
し
て
も
、
会
社
の
経
営
の
健
全
性
を
確
保
す
る
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、
総
務
大
臣
が
平

成
二
十
二
年
十
一
月
十
五
日
に
発
出
し
た
「
平
成
二
十
二
年
度
中
間
決
算
に
関
す
る
郵
便
事
業
株
式
会
社
法
第
十
三
条
第
一

項
に
基
づ
く
報
告
徴
求
」
に
対
す
る
会
社
か
ら
の
平
成
二
十
三
年
一
月
二
十
八
日
付
け
報
告
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る
収
支
改
善

施
策
や
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
追
加
的
な
報
告
に
つ
い
て
、
そ
の
実
行
可
能
性
等
を
検
証
す
る
と
と
も
に
、
平
成
二
十
三

事
業
年
度
以
降
の
事
業
計
画
の
認
可
に
係
る
審
査
等
を
通
じ
、
健
全
な
経
営
の
下
、
適
正
な
事
業
運
営
が
な
さ
れ
る
よ
う
、

適
切
に
監
督
し
て
ま
い
り
た
い
。

四
に
つ
い
て

お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た
説
明
会
の
開
催
及
び
三
に
つ
い
て
で
述
べ
た
特
別
損
失
の
計
上
に
関
す
る

会
社
の
取
締
役
等
の
経
営
陣
の
責
任
に
つ
い
て
は
、
基
本
的
に
経
営
陣
自
ら
が
そ
の
必
要
に
応
じ
判
断
す
べ
き
も
の
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
政
府
と
し
て
は
、
会
社
の
現
状
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
経
営
の
健
全
性
を
早
急
に
確
保
す
る
こ
と
が
経
営
陣

の
責
務
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

三


